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炊

鯛
紹

颯

水
栓
金
具
や
バ
ル
ブ
、
ガ
ス
機
器
な
ど
幅
広

“

い
分
野
で
用
い
ら
れ
る
責
銅
棒
。

ユ
ー
ザ
ー
の

¨

部
品
メ
ー
カ
ー
で
は
モ
ノ
づ
く
り
の
　
　
シ
フ

一

卜
が
進
む
中
、
生
産
性
や
品
質
の
向
上
で
生
き

¨

残
り
を
か
け
る
。
そ
の
た
め
に
は
高
品
位
な
黄

¨

銅
棒
の
存
在
が
不
可
欠
。
良
い
棒
を
供
給
し
続

¨

け
る
た
め
大
手
黄
銅
棒
メ
ー
カ
ー
の
大
木
伸
銅

¨

工
業

（本
社

・
東
京
都
板
橋
区
、
社
長

・
大
木

¨

宗
治
氏
）
で
は
た
ゆ
ま
ぬ
努
力
を
続
け
る
。
そ

”

の
主
力
生
産
拠
点
で
あ
る
埼
玉
県
の
新
座
工
場

¨

を
訪
れ
る
機
会
を
得
た
の
で
現
地
の
今
を
リ
ポ

¨

―
卜
す
る
。
　
　
　
　
　
　
　
（古
瀬
　
唯
）

¨

活
動
に
積
極
的
。
新
座
市

に
工
場
を
立
地
し
て
か
ら

周
囲
の
宅
地
開
発
が
進
ん

だ
こ
と
な
ど
も
あ
り
、
環

境
対
策
に
も
重
き
を
置
い

て
い
る
。

市
中
の
黄
銅
削
粉
を
受

け
入
れ
る
際
に
は
発
光
分

析
器
を
活
用
。
サ
ン
プ
リ

ン
グ
し
た
削
粉
を
溶
解

し
、
で
き
た
試
験
片
を
検

査
す
る
。
ト
ラ
ッ
ク
■
杯

能

酵
離
ｒ
峡
秘
賠

敵

藁

刊

靡

雛
勁
”
輛

評

鞠
聯
卸
ｗ
雑
型
殉
舗
　

　

　

　

宅

地

化

で

環

境

対

策

に

も

重

点

殺
暁
働
蝉
端

る
構

ｍ
ｍ
詢
使
和
。 ．
神
の リミ
篠

難
胸
托
神
徳
繋
鵬
帳
驚

営
と
し
て
黄
銅
棒
を
製
造

造
を
ス
タ
ー
ト
さ
せ
た
。
　
い
の
能
力
で
は
現
在
フ
ル
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
溶
解
鋳
造
工
程
を
経
た

表
面
を
酸
で
洗
い
、
さ
ら

く
予
定
だ
。
日
々
の
工
夫

し
た
こ
と
に
始
ま
る
。
３３

現
在
ま
で
に
徳
丸
は
本
社

稼
働
と
な

っ
て
い
る
。
　
　
性
を
低
下
さ
せ
る
物
質
を

な
ど
を
除
去
す
る
下
処
理

を
高
温
処
理
。
ダ
イ
オ
キ

の
周
り

に

コ
イ
ル
を
配

ビ
レ
ッ
ト
と
呼
ば
れ
る
黄

に
ダ
イ
ス
を
通
し
て
径
を

を
積
み
重
ね
、
高
品
質

・

年
に
は
現
在
本
社
が
あ
る

機
能
に
特
化
。
新
座
工
場

　

口悪
真
を
向
上
さ
せ
る
取

見
逃
さ
な
い
工
夫
が
凝
ら

設
備
の
ロ
ー
タ
リ
ー
キ
ル

シ
ン
を
分
解
し
た
上
で
フ

し
、
電
流
を
流
す
こ
と
で

銅
の
鋳
塊
は
１
本
あ
た
り

調
整
す
る
抽
伸
や
引
抜
、
　
高
効
率
を
目
指
す
社
員
の

板
橋
区
徳
丸
に
工
場
を
新

は
伸
銅
品
で
は
唯

一
の
生

り
組
み
に
余
念
が
な
く
、
　
さ
れ
て
い
る
。　
　
　
　
　
ン
で
は
二
次
燃
焼
機
能
が

ィ
ル
タ
ー
を
通
し
空
気
を

電
磁
力
を
発
生
さ
せ
る
も

６
０
０
ま
に
な
る
よ
う
切

過
熱
し
て
軟
化
さ
せ
る
焼

意
識
は
さ
ら
に
高
ま

っ
て

設
。
６２
年
に
は
現
在
の
埼

産
拠
点
と
な

っ
て
い
る
。
　
設
備
投
資
や
現
場
の
改
善

　

削
粉
を
加
熱
し
て
油
分

あ
り
、
発
生
す
る
排
ガ
ス

清
浄
化
し
て
い
る
。
　
　
　
の
。
そ
の
力
で
鋳
型
の
中

断
。
一号
」か
ら
５
０
０
ま

鈍
な
ど
を
繰
り
返
す
。
そ

い
る
。

新
座
工
場
の
敷
地
面
積

分
の
検
査
が
６
～
７
分
と

は

１０
万
４
４
８
２
平
方

短
時
間
で
完
了
。
ビ
ス
マ

財
。
黄
銅
の
棒
や
線
に
加

ス
な
ど

一
般
の
黄
銅
棒
に

え
て
鍛
造
品
や
，
ン
青
銅

混
入
す
る
と
機
械
的
な
特

の
板
条
を
製
造
し
て
い
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
珍
し
い
。
ま
た
鉛
レ
ス
や

ビ
レ
ッ
ト
と
コ
ン
テ
ナ
の
　

　

を
視
野
に
入
れ
て
い

縫
〕卵艘
お鶴

高
品
質
狙
い
積
極
投
資

　

劇
帥帥離
鰈
鍵麟
中韓「一〕奪印弊
活。ま車巾中力ゃ（ン

削
粉
な
ど
を
投
入
す
る

の
溶
け
た
黄
銅
を
混
ぜ

の
黄
銅
棒
が
で
き
る
た
め

の
後
は
研
磨
や
棒
の

溶
解
鋳
造
設
備
に
は
圧
力

る
。
撹
拌
す
る
こ
と
で
全

単
位
と
し
て
管
理
が
し
や

度
を
高
め
る
矯
正
設
備
に

制
御
式
の
鋳
造
シ
ス
テ
ム

体
が
均

一
に
冷
え
固
ま
る

す
い
。
そ
の
後
は
押
出
機

か
け
、
検
査
を
経
て
出
荷

と
電
磁
拡
販
装
置
を
有
し

た
め
、
材
料
の
気
密
性
が

に
セ
ッ
ト
し
ダ
イ
ス
を
通

と
な
る
。

て
い
る
こ
と
が
特
徴
だ
。
　
高
ま
る
。　
　
　
　
　
　
　
し
て
径
を

一
気
に
細
く
す

　

口蝉
具
向
上
に
向
け
た
取

圧
力
制
御
シ
ス
テ
ム
は
溶

　

同
社
の
溶
解
鋳
造
設
備

る
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
り
組
み
で
は
今
年
、
休
眼

解
し
た
黄
銅
が
鋳
型
に
流

は
３
ラ
イ
ン
あ
り
、　
一
般

　

）と
」
で
は
２
９
０
０

ン
ト
　
し
て
ぃ
た
太
物
黄
銅
棒
用

れ
る
経
路
に
、
圧
力
を
調

的
な
快
削
棒
を
作
る
横
型

の
圧
力
で
押
す
間
接
押
出

の
矯
正
設
備
１
基
を
再
稼

整
す
る
部
屋
を
有
す
る
機

の
ラ
イ
ン
に
は
圧
力
制
御

機
と
２
千

ン
ト
の
直
接
押
出

働
。
生
産
が
回
復
す
る
中
、

構
。
溶
け
た
黄
銅
の
残
量

と
電
磁
撹
絆
の
双
方
を
配

機
を
有
す
る
。
間
接
押
出

よ
り
真

っ
直
ぐ
な
棒
を
供

が
減
る
の
に
合
わ
せ
圧
力

備
。
耐
摩
耗
の
高
力
黄
銅

機
は
ビ
レ
ッ
ト
と
ビ
レ
ッ

給
す
る
体
制
を
整
え
た
。

を
　
　
、
均
等
な
圧
で
型

棒
な
ど
特
殊
材
を
生
産
す

卜
を
セ
ッ
ト
す
る
コ
ン
テ

ま
た
、
今
後
は
径
の
調
整

に
入
る
よ
う
工
夫
し
て
い

る
横
型
ラ
イ
ン
に
も
電
磁

ナ
が
同
時
に
動
く
設
備
。
　
な
ど
を
行
う
す
る
コ
ン
バ

る
。
鋳
塊
の
全
長
に
渡

っ

撹
拌
機
能
が
あ
る
。
圧
カ

ビ
レ
ッ
ト
の
後
方
か
ら
表

イ
ン
ド
マ
シ
ン
の
更
新
を

て
条
件
が
均
等
に
な
る
。
　
制
御
と
電
磁
撹
拌
を
併
せ

面
の
酸
化
物
を
巻
き
込
む

検
討
。
将
来
的
に
は
最
終

電
磁
撹
幹
装
置
は
鋳
型

持
つ
黄
銅
棒
メ
ー
カ
ー
は

リ
ス
ク
が
少
な
い
ほ
か
、
　
工
程
で
画
像
検
査
設
備
の

1965年に黄銅棒の製造を開始した新座T場


